
紙はなくてはならない生活必需品であると同時
に、産業や文化を側面から支えています。新聞、
雑誌などの情報媒体として、ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰやﾄｲ
ﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰなどは生活用品として、更に資材等
などに幅広く使用されています。日本で一番多く
生産されるのは、印刷・情報用紙でありまして、
続くのが段ボールになります。 
 社会経済の発展、生活文化の向上に伴い、紙の用途は多様化して、それぞれの
分野で使用されています。その消費量も各分野での経済活動の増加とともに増え
ていますので、原料確保の観点から古紙の重要性が日増しに高まっています。今
後地球規模での環境保全といった大きなテーマとして、長期的な視野で取り組ん
でいかなければなりません。そこで注目されているのが古紙です。再生利用した
紙を使用し、さらにその紙を回収する、これが紙のリサイクルです！ 

日本人の紙の消費量はどれくらいだと思います？ 

実は・・・1人1日当たり 604g 
（コピー用紙や包装紙、段ボール等を含め） 

A4の紙で約121枚分 
世界で6番目に多く消費しています 

 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.icleen.co.jp/ 

講師：人と経営研究所 所長 大久保寛司 様 
～人が輝く組織の実現～ 

年度方針発表後、永年勤続・キャンペーン・IS1GP（ｱｲｴｽﾜﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）

の表彰がとり行われました。今年から福島センターの営業になっ
た渡邉君がキャンペーン個人・団体・IS1GP優勝の3冠王!! 

日々頑張っている成果がでましたね。本当におめでとうございます
そして今年の最優秀社員賞は、フランチャイズで経営している宮
脇書店の日塔店長が受賞しました。皆様本当におめでとうござい
ます。 
 

セレモニー終了後 
懇親会を実施。 

その後、今年もこ
んのグループの役
員室を占拠 開放し

コーヒーを飲みな
がら懇親を深めま
した（昨年も思いました
が・・・何人いるんだろ・・・） 

IS1GP 
（コールセンター部門） 
優勝 日下部侑子 

こんの・アイクリーン 
代表取締役 紺野道昭 

キャンペーン表彰 
団体の部：福島センター 

株式会社こんの・宮脇書店 
日塔留美 店長 

社内感動物語コンテスト 
優勝 考えてみる会 

キャンペーン表彰個人の部 
IS1GP優勝（3冠王）  

渡邉直樹 

7月26日  夏休み工場見学会東北地区を開催しました。 

宮城県岩沼市の日本製紙様の全面的なご協力を頂戴し、紙製品
の生産工程を見学させていただきました。 
 

日本製紙岩沼工場様では、しばらく工場見学を受け付けていな
かったそうで、電光掲示板も最近まで故障していたそうですが、こ
の日の為に？修理して、私たちを迎えて下さいました。 

また、石巻工場から大型バスもチャーターしていただき、見学者
全員が広大な工場内を、 快適に見学させていただくことができま
した。  
 

見学の質疑応答では、子どもたちから鋭い質問が多く挙がりまし
た。日本製紙の担当者様は分かり易く答えて下さり、深いところま
で学ぶ事ができました。 
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7月22日 夏休み工場見学会関東地区を開催しました。 

埼玉県川口市の鶴見製紙様の全面的なご協力を頂戴し、古紙や
機密文書など100％再生資源を使用したトイレットロールの生産
工程を見学させていただきました。 
 
当日は弊社お取引先様と弊社社員の家族総勢20名が、鶴見製

紙様による最幸のおもてなしの下、都市型製紙工場を余すところ
無く見学し、勉強させていただきました。 
 

見学後の質疑応答では、大人よりもこどもたちからの質問が多く
挙がりました。鶴見製紙担当者様もこどもたちの質問に一つひと
つ真剣に答えて下さり、時間が過ぎるのを忘れるほどでした。 
 
 

～家族で見学、製紙工場～ 

紙の秘密に迫ろう 


